
　
こ
の
制
度
は
、
20
歳
以
上
の
在
宅
で
特
別
な

介
護
を
必
要
と
す
る
方
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

[ 特別障害者手当の対象者となる障害程度 ]
a）表１の❶～❼に規定する身体の機能の障害、もしくは病状または精神の障害
　が二つ以上の方
b）表１の❶～❼に規定する身体の機能の障害、もしくは病状または精神の障害が
　一つあり、かつ、それ以外の国民年金障害基礎年金の１級に該当する程の障害
　が重複し、その状態が表１の❶～❼までと同じ程度以上と認められる方
c）表１の❸～❺に規定する身体の機能の障害が一つあり、それが特に重度のため、
　❸～❺以外のほかの障害と合わせると前項と同じ程度以上と認められる方
d）表１の❻または❼に規定する病状、または精神の障害が一つあり、それが前項
　と同じ程度と認められる方

ご
存
じ
で
す
か
。

　
　
　
　
障
害
者
へ
の
各
種
助
成
制
度

❶両眼の視力の合計が 0.04 以下
❷両耳の聴力のレベルが 100 デシベル以上
❸両上肢の機能に著しい障害を有するもの、または両上肢のすべての指を欠く、もし
　くは両上肢のすべての指の機能に著しい障害を有するもの
❹両下肢の機能に著しい障害を有する、または両下肢を足関節以上で欠くもの
❺腰掛、正座、横座り、および長座位などの動作ができない程度、または立ち上がる
　ことができない程度の障害を有するもの
❻❶から❺までに掲げるもののほか、身体の機能の障害または長期にわたる安静
　を必要とする病状が❶から❺までと同程度以上と認められる状態であって、日
　常生活の動作が難しい程度のもの
❼精神の障害であって、❶から❻までと同程度以上と認められる程度

　
次
の
方
は
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

○
本
人
、
配
偶
者
、
扶
養
義
務
者
の
前
年

　
　

所
得
が【
表
２
】に
あ
る
一
定
額
を
超
え

　
　

る
方

　

○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
、
施
設
に

　
　

入
所
し
て
い
る
方（
通
所
施
設
は
含
ま

　
　

れ
ま
せ
ん
）

　

○
病
院
ま
た
は
診
療
所
へ
の
入
院
が
３
カ

　
　

月
を
超
え
た
場
合

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

▼
所
定
の
認
定
請
求
書
、
診
断
書
、
実
態
調

　

査
記
録
表
、
所
得
状
況
届

▼
課
税
証
明
書（
市
町
村
証
明
の
あ
る
も
の
）

▼
全
世
帯
員
の
住
民
票
の
写
し 

＊
受
給
者
が
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
と

　

き
は
、
受
給
証
明
書
な
ど
の
写
し

【
支
給
内
容
】

●
支
給
金
額
＝
月
額
２
万
６
４
４
０
円

●
支
給
月
＝
年
４
回（
２
月
・
５
月
・
８
月
・

　

11
月
）

●
支
給
方
法
＝
指
定
の
口
座
に
振
り
込
み
ま

　

す
。

【
申
請
・
問
合
先
】

　

本
庁
高
齢
・
障
害
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所

市
民
福
祉
課

　
重
度
心
身
障
害
者
の
健
康
を
確
保
す
る
た

め
、
心
身
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
方
が
病
院

な
ど
で
診
療
を
受
け
た
と
き
に
支
払
う
保
険

診
療
費
の
自
己
負
担
分
を
助
成
し
ま
す
。

【
対
象
と
な
る
方
】

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
所
持
者

②
知
能
指
数
が
35
以
下
の
方

③
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
程
度
の
障
害
で
あ

　

っ
て
、
知
能
指
数
が
50
以
下
と
判
定
さ
れ

　

た
方

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

▼
身
体
障
害
者
手
帳（
療
育
手
帳
）ま
た
は
障

　

害
を
証
明
す
る
書
類

▼
加
入
健
康
保
険
証

▼
本
人
名
義
の
預
金
通
帳
、
印
鑑（
ス
タ
ン

　

プ
印
を
除
く
）

【
申
請
・
問
合
先
】

　

本
庁
高
齢
・
障
害
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所

市
民
福
祉
課

【
認
定
に
な
っ
た
ら
】

　

資
格
者
証
を
交
付
し
ま
す
の
で
、
医
療
機

関
に
か
か
る
際
に
健
康
保
険
証
と
一
緒
に
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。
後
日
、
自
己
負
担
相
当

額
を
指
定
の
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

扶養親族
などの数

本人 配偶者および扶養義務者
収入額（円） 所得額（円） 収入額（円） 所得額（円）

０人 5,180,000 3,604,000 8,319,000 6,287,000

１人 5,656,000 3,984,000 8,596,000 6,536,000

２人 6,132,000 4,364,000 8,832,000 6,749,000

３人 6,604,000 4,744,000 9,069,000 6,962,000

４人 7,027,000 5,124,000 9,306,000 7,175,000

５人 7,449,000 5,504,000 9,542,000 7,388,000
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特
別
障
害
者
手
当
支
給
制
度

　６ページの表１にある❸～❺の障害については、別表１の「日常生活動作評価表」で評価・算定し、１～８の動
作で評価点の合計が 10 点以上になると単一の障害で支給される場合があります。

動　作 評　価

 １. タオルを絞る（水を切れる程度） 点　

 ２.とじひもを結ぶ 点　

 ３.かぶりシャツを着て脱ぐ 点　

 ４. ワイシャツのボタンを留める 点　

 ５. 座る（正座・横座り・脚なげだしの姿勢を持続する） 点　

 ６. 立ち上がる 点　

 ７. 片足で立つ 点　

 ８. 階段の昇降 点　

合　計 点　

評
価
の
説
明

 一人でできる場合・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・０点
 一人でできてもうまくできない場合・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１点
 一人ではまったくできない場合・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２点

 注）評価表中「２.とじひもを結ぶ」の動作については、次の基準で採点してください。
 　　　　　５秒以内にできる・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・０点
　　　　　10 秒以内にできる・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１点
　　　　　10 秒以内ではできない・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２点
 注）評価表中「３.かぶりシャツを着て脱ぐ」および「４. ワイシャツのボタンを留める」の
　　動作については、次の基準で採点してください。
　　　　　30 秒以内にできる・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・０点
 　　　　　１分以内にできる・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１点
 　　　　　１分ではできない・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２点

重
度
心
身
障
害
者

　
　
　
　
　 
医
療
費
助
成
制
度

【表１】

【表２】

別表１　日常生活動作評価表

ご存じですか。
障害者への各種助成制度


